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32 アジ研ワールド・トレンド No.268（2018. 2）
ドゥエニャス宮殿の中庭回廊ドゥエニャス宮殿の中庭
サリナス邸の中庭
るのがドゥエニャス宮殿である。この宮殿では他の中
庭が通常の西洋式庭園であるのに対し、黄色を基調と
するメインの中庭の華やかさは見る者を圧倒する。サ
リナス邸の中庭はその朱色の壁、美しいアーチ柱、上
階のステンドグラスが特徴で、一般公開されているほ
か、夜間にはテーブルを並べパーティー用に貸し出さ
れている。アルガバ宮殿も、アーチ柱に特徴を有し、
中庭は写真のように椅子を並べ小劇場としても活用さ
れている。
●様々な中庭
変わった中庭を2つ紹介したい。ハバナ通りは、現
在は公道のひとつとなっているが、かつては旧セビリ
ア造幣局の中庭であった。道路標識があるものの、他
の一般道路とは明らかに違う中庭らしさを漂わせてい
る。筆者の受け入れ先の所在地であるエキスポビルは
1992年セビリア万博を機に建てられ、ピラミッド状
の天井骨組やメタルパネルの壁面等、前衛的でありな
がら、周囲に回廊を配し中心に噴水を有する伝統的な
中庭のスタイルを踏襲している。
その他にも、集合住宅や個人宅の中庭のいくつかは
道路からガラス扉越し、ないし鉄格子越しに覗くこと
ができる。昔邸宅として使われていた建物が、現在ホ
テル、洋品店、イベント会場などに転用されているた
め、それらの利用を通じて中庭をみることもできる。
また、教会、美術館、学校、病院にも特色ある中庭を
持つところが多い。
いその　いくも／アジア経済研究所　在セビリア海外派遣員
2017年6月より赴任。アジア経済研究所が開発している経済地
理シミュレーションモデル（IDE-GSM）の拡張のため、欧州委
員会共同研究センター（セビリア）との共同研究を行っている。
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アルガバ宮殿の中庭。建物はムデハル博物館として使われている
エキスポビルの中庭 集合住宅の中庭の例
旧セビリア造幣局の中庭であるハバナ通り
